
    取り付けただけではダメ！ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いざという時のために、日ごろのチェックやお手入れをしましょう！ 

住宅用火災警報器に関するお問い合わせ・ご相談は 

豊後高田市消防本部    ＴＥＬ ２２－３１０８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に動作確認し、 

音を聞きましょう！ 

汚れた時の 

お手入れの仕方 

火災警報器は、最大１０年を目安に交換しましょう！ 

多くの機種は、電池寿命１０年（通常の使用状態）ですが、 

火災警報器本体も、センサー等の寿命により 

交換が必要になる場合があります。 

詳しくは取扱説明書を確認してください。 

ご注意ください。 
● 火災警報器の種類によっては、細かい注意点が異なります。 

● お手入れや動作確認は、安定した足場を確保して行ってください。 

● 煙の出る殺虫剤などを使用すると、警報音が鳴ることがあります。 

火災警報器をビニール袋で覆うなどしてください。終了後はビニール袋を必ず取り外してくださ

い。 

●汚れが付着した場合は、 

家庭用中性洗剤に布を浸して充分に絞って 

から軽く拭き取ってください。 


